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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第108期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第109期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第108期

会計期間

自平成21年
４月１日
至平成21年
６月30日

自平成22年
４月１日
至平成22年
６月30日

自平成21年
４月１日
至平成22年
３月31日

売上高（百万円） 20,422 38,323 104,712

経常利益又は経常損失

（△）（百万円）
△1,883 2,405 △1,028

四半期純利益又は四半期（当期）純損失（△）（百万円） △1,827 992 △2,939

純資産額（百万円） 41,010 41,197 39,952

総資産額（百万円） 98,354 111,198 106,371

１株当たり純資産額（円） 332.32 331.89 321.98

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期（当期）純損失

金額（△）（円）
△16.81 9.14 △27.05

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） － － －

自己資本比率（％） 36.7 32.4 32.9

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△1,746 3,785 2,704

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△2,709 △1,123 △6,909

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
4,730 △1,176 4,786

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（百万円） 9,262 10,694 9,590

従業員数（人） 4,974 4,905 4,810

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２【事業の内容】

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。

　また、主要な関係会社における異動については、自動車関連事業の製造をしておりましたPRESS & PLAT N.V.(連結子

会社)及び自動車関連事業の販売をしておりましたPRESS KOGYO (THAILAND) CO.,LTD.(連結子会社)は、現在清算手続

中のため、連結会社から除外しております。

　

３【関係会社の状況】

　前連結会計年度まで連結子会社であったPRESS & PLAT N.V.は、平成22年２月26日の臨時株主総会決議をもって、ま

た、PRESS KOGYO (THAILAND) CO.,LTD.は、平成22年５月31日の株主総会決議をもって解散しており、清算の手続中で

重要性がなくなったため、当第１四半期連結会計期間より連結の範囲から除外いたしました。

４【従業員の状況】

　(1）連結会社の状況 平成22年６月30日現在

従業員数（人） 4,905 　

　  （注）  従業員数は就業人員であります。

　

　(2）提出会社の状況 平成22年６月30日現在

従業員数（人） 2,116 　

    （注）  従業員数は就業人員であります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第１四半期連結会計期間の生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称

当第１四半期連結会計期間

(自　平成22年４月１日

  至　平成22年６月30日)　

前年同四半期比（％）

自動車関連事業（百万円） 30,893 －

建設機械関連事業（百万円） 7,470 －

報告セグメント計（百万円） 38,364 －

その他（百万円） 305 －

合計（百万円） 38,669 －

　（注）１．金額は販売価格によっており、セグメント間の内部振替前の数値によっております。

　　　　２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）受注状況

　当第１四半期連結会計期間の受注状況をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
受注高

（百万円）

前年同四半期比

（％）

受注残高

（百万円）

前年同四半期比

（％）

自動車関連事業 36,979 － 26,484 －

建設機械関連事業 8,886 － 6,148 －

その他 301 － 103 －

合計 46,167 － 32,736 －

　（注）１．金額は販売価格によっており、セグメント間の内部振替前の数値によっております。

　　　　２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）販売実績

　当第１四半期連結会計期間の販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称

当第１四半期連結会計期間

(自　平成22年４月１日

  至　平成22年６月30日)　

前年同四半期比（％）

自動車関連事業（百万円） 30,967 －

建設機械関連事業（百万円） 7,050 －

報告セグメント計（百万円） 38,018 －

その他（百万円） 305 －

合計（百万円） 38,323 －

　（注）１．セグメント間の取引については相殺消去しております。

２．金額は販売価格によっており、消費税等は含まれておりません。

３．前第１四半期連結会計期間及び当第１四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売

実績の総販売実績に対する割合は、次のとおりであります。

相手先
前第１四半期連結会計期間 当第１四半期連結会計期間

販売高（百万円） 割合（％） 販売高（百万円） 割合（％）

いすゞ自動車㈱ 3,300 16.2 7,038 18.4

ＵＤトラックス㈱ 2,166 10.6 4,936 12.9

三菱ふそうトラック・バス㈱ 2,127 10.4 4,547 11.9

マツダ㈱ 2,881 14.1 2,347 6.1

２【事業等のリスク】

　当第１四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

（1）業績の状況

　当第１四半期連結会計期間の国内普通トラック需要は、補助金の施策等の追い風を受け、前年同期に比べ８割増まで

回復いたしました。また、輸出につきましても新興国を中心に需要が回復し、前年同期に比べ高い水準で推移いたしま

した。 

　また建設機械需要につきましては、国内、海外ともに前年同期を上回る水準で推移し、中国をはじめとしたアジア

地域では需要が一貫して堅調に伸長しており、米国や欧州の需要についても持ち直しつつあります。

　このように生産量が増加する中で当社グループは、要員の極少化に注力し、労務費の上昇抑制に取り組むととも

に、引き続き固定費や経費のさらなる低減に取り組んでまいりました。また、NVC（New Value Creation）活動を進

めるなど、生産の合理化をはかってまいりました。

　以上の結果、当第１四半期連結会計期間の売上高は383億23百万円（前年同期比87.7％増）となり、営業利益は25億

９百万円（前年同期は20億52百万円の営業損失）、経常利益は24億５百万円（前年同期は18億83百万円の経常損

失）、四半期純利益は９億92百万円（前年同期は18億27百万円の四半期純損失）となりました。

　

セグメントの業績は、次のとおりであります。

（自動車関連事業）

　国内普通トラック需要が前年を大きく上回る13千台（前年同期比６千台増）となり、輸出についても大幅に増加い

たしました。マツダ株式会社のトラック系商用車組立は、前年同期に比べ減少いたしました。

　この結果、当セグメントの売上高は312億60百万円となり、セグメント利益は24億71百万円となりました。

　

（建設機械関連事業）

　建設機械需要は中国をはじめとしたアジア地域で大幅に回復し、当社並びに蘇州普美駕駛室有限公司（中国）にお

いて、生産は高水準で推移いたしました。　

　この結果、当セグメントの売上高は74億80百万円となり、セグメント利益は７億53百万円となりました。　

　

（注）当第１四半期連結会計期間からセグメント区分を変更したため、各セグメントの対前年同期との金額比較は記

載しておりません。

　

（2）キャッシュ・フローの状況

　当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末と比べて

11億３百万円増加し、106億94百万円となりました。

　当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動により得られた資金は、37億85百万円（前年同四半期は17億46百万円の使用）となりました。これは主とし

て税金等調整前四半期純利益の増加及び仕入債務の増加によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動で使用した資金は、11億23百万円（前年同四半期比58.5％減）となりました。これは主として有形固定資産

の取得による支出によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動で使用した資金は、11億76百万円（前年同四半期は47億30百万円の獲得）となりました。これは主として長

期借入金の返済による支出によるものであります。

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

  当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。
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（4）研究開発活動

  当第１四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発費の金額は、27百万円であります。

  なお、当第１四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。　

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設計画は次のとおりであります。

会社名
事業所名　

（所在地）

セグメント

の名称
設備の内容

投資予定金額

資金調達

方法

着手及び

完了予定年月

総額

(千タイ

バーツ)

既支払額

(千タイ

バーツ)

着手 完了

THAI SUMMIT PK

CORPORATION 

CO., LTD.

工場

（タイ王国

　ラヨン

県）

自動車関連事業
電着塗装

設備
343,230－ 自己資金 平成22年４月平成22年12月
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 240,000,000

計 240,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成22年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年８月５日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 114,007,210 114,007,210東京証券取引所市場第一部 （注）

計 114,007,210 114,007,210 － －

　（注）　完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式であります。単元株式数は1,000

株であります。

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式総数
残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成22年４月１日～

平成22年６月30日
－ 114,007,210 － 8,070 － 2,074

（６）【大株主の状況】

１　当第１四半期会計期間において、JPモルガン・アセット・マネジメント株式会社及びその共同保有者である

ジェー・ピー・モルガン・アセット・マネジメント（タイワン）リミテッドから平成22年５月11日付で提出

された大量保有報告書の変更報告書により、平成22年４月30日現在で8,940千株を保有している旨の報告を受

けておりますが、株主名簿の記載内容が確認できないため、当社として実質所有株式の確認ができません。

　なお、その変更報告書の写しの内容は以下のとおりであります。

 　

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

JPモルガン・アセット・マネジメン

ト株式会社

東京都千代田区丸の内二丁目７番３号

東京ビルディング　
8,539 7.49

ジェー・ピー・モルガン・アセット

・マネジメント（タイワン）

リミテッド

中華民国、台湾、台北、セクション２、

ツン・フワ・エス・ロード65、17階
401 0.35
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２　当第１四半期会計期間において、住友信託銀行株式会社及びその共同保有者である日興アセットマネジメン

ト株式会社から平成22年５月21日付で提出された大量保有報告書の変更報告書により、平成22年５月14日現在

で7,029千株を保有している旨の報告を受けておりますが、株主名簿の記載内容が確認できないため、当社とし

て実質所有株式の確認ができません。

　なお、その変更報告書の写しの内容は以下のとおりであります。

 　

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

住友信託銀行株式会社 大阪市中央区北浜四丁目５番33号 6,849 6.01

日興アセットマネジメント株式会社
東京都港区赤坂九丁目７番１号

ミッドタウン・タワー
180 0.16

　

３　当第１四半期会計期間において、DIAMアセットマネジメント株式会社から平成22年６月17日付で提出された

大量保有報告書により、平成22年６月15日現在で5,713千株を保有している旨の報告を受けておりますが、株主

名簿の記載内容が確認できないため、当社として実質所有株式の確認ができません。

　なお、その大量保有報告書の写しの内容は以下のとおりであります。

 　

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

DIAMアセットマネジメント株式会社東京都千代田区丸の内三丁目３番１号 5,713 5.01

　

（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成22年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

 平成22年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 5,332,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 108,086,000 108,086 －

単元未満株式 普通株式 589,210 － －

発行済株式総数 114,007,210－ －

総株主の議決権 － 108,086 －

　（注）１　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が4,000株（議決権４個）含

まれております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、自己株式985株が含まれております。
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②【自己株式等】

 平成22年６月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

プレス工業㈱

川崎市川崎区塩浜

一丁目１番１号
5,332,000 －　　 5,332,000 4.68

計 － 5,332,000 － 5,332,000 4.68

　（注）　当第１四半期会計期間末の自己株式数は、5,334,998株であります。

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
４月

５月 ６月

最高（円） 314 315 345

最低（円） 225 222 272

　（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び前第１四半期連結累計期間

（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第１四半期連結

会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成22年４月１日から

平成22年６月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平

成21年６月30日まで）及び前第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表についてはあずさ監査法人による四半期レビューを受け、また、当第１四半期連結会計期間（平成22

年４月１日から平成22年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日

まで）に係る四半期連結財務諸表については有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。　

　なお、あずさ監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成22年７月１日をもって有限責任 あずさ監査法人となっ

ております。 
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 11,595 10,400

受取手形及び売掛金 23,800 20,080

商品及び製品 412 457

仕掛品 7,669 7,019

原材料及び貯蔵品 839 887

未収還付法人税等 390 429

その他 1,260 1,707

貸倒引当金 △13 △15

流動資産合計 45,955 40,966

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 8,515 8,691

機械装置及び運搬具（純額） 12,677 12,617

土地 31,312 31,323

その他（純額） 8,335 8,197

有形固定資産合計 ※
 60,840

※
 60,829

無形固定資産

その他 559 579

無形固定資産合計 559 579

投資その他の資産

投資その他の資産 4,278 4,075

貸倒引当金 △435 △79

投資その他の資産合計 3,843 3,996

固定資産合計 65,242 65,405

資産合計 111,198 106,371

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 23,438 20,085

短期借入金 9,194 7,518

未払法人税等 355 168

賞与引当金 845 1,364

その他 7,403 6,360

流動負債合計 41,237 35,497

固定負債

長期借入金 12,772 15,457

再評価に係る繰延税金負債 10,099 10,099

引当金 328 308

資産除去債務 377 －

その他 5,185 5,056

固定負債合計 28,763 30,922

負債合計 70,001 66,419
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 8,070 8,070

資本剰余金 2,074 2,074

利益剰余金 13,389 13,286

自己株式 △1,178 △1,177

株主資本合計 22,356 22,253

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 176 234

土地再評価差額金 14,757 14,757

為替換算調整勘定 △1,223 △2,255

評価・換算差額等合計 13,710 12,736

少数株主持分 5,129 4,961

純資産合計 41,197 39,952

負債純資産合計 111,198 106,371
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

売上高 20,422 38,323

売上原価 20,666 33,539

売上総利益又は売上総損失（△） △244 4,784

販売費及び一般管理費 ※
 1,807

※
 2,274

営業利益又は営業損失（△） △2,052 2,509

営業外収益

受取利息 29 12

受取配当金 2 8

雇用調整助成金 145 7

賃貸収入 20 21

その他 68 21

営業外収益合計 267 71

営業外費用

支払利息 89 104

為替差損 － 65

その他 8 6

営業外費用合計 98 176

経常利益又は経常損失（△） △1,883 2,405

特別利益

固定資産売却益 0 －

補助金収入 0 7

特別利益合計 1 7

特別損失

固定資産除却損 13 5

固定資産売却損 0 0

投資有価証券売却損 0 －

投資有価証券評価損 － 4

会員権売却損 0 －

補償修理費用 － 266

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 351

環境対策引当金繰入額 － 8

特別損失合計 13 635

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△1,895 1,776

法人税、住民税及び事業税 51 415

法人税等調整額 △11 12

法人税等合計 39 428

少数株主損益調整前四半期純利益 － 1,347

少数株主利益又は少数株主損失（△） △107 355

四半期純利益又は四半期純損失（△） △1,827 992
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△1,895 1,776

減価償却費 1,605 1,598

のれん償却額 0 0

賞与引当金の増減額（△は減少） △822 △523

受取利息及び受取配当金 △32 △21

支払利息 89 104

有形固定資産売却損益（△は益） △0 0

有形固定資産除却損 13 5

売上債権の増減額（△は増加） 3,005 △3,361

仕入債務の増減額（△は減少） △4,562 3,178

たな卸資産の増減額（△は増加） 3 △545

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 351

その他 986 1,462

小計 △1,607 4,028

利息及び配当金の受取額 19 42

利息の支払額 △71 △106

法人税等の還付額 － 24

法人税等の支払額 △86 △202

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,746 3,785

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △89 △383

定期預金の払戻による収入 － 299

有形固定資産の取得による支出 △2,599 △1,490

有形固定資産の売却による収入 4 0

投資有価証券の取得による支出 △4 △54

その他 △21 504

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,709 △1,123

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △4,158 412

長期借入れによる収入 9,100 93

長期借入金の返済による支出 △766 △1,554

少数株主への配当金の支払額 △338 △391

配当金の支払額 △108 －

その他 1,002 264

財務活動によるキャッシュ・フロー 4,730 △1,176

現金及び現金同等物に係る換算差額 264 109

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 539 1,595

現金及び現金同等物の期首残高 8,723 9,590

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 － △491

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 9,262

※
 10,694
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

１．連結の範囲に関する事項

の変更

（1）連結の範囲の変更

　　前連結会計年度まで連結子会社であったPRESS & PLAT N.V.は、平成22年２月26日の

臨時株主総会決議をもって、また、PRESS KOGYO (THAILAND) CO.,LTD.は、平成22年５

月31日の株主総会決議をもって解散しており、清算手続中で重要性がなくなったた

め、当第１四半期連結会計期間より連結の範囲から除外いたしました。

（2）変更後の連結子会社の数

　　18社　

２．会計処理基準に関する事

項の変更

（1）資産除去債務に関する会計基準の適用

　　当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準

第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企

業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用しております。

　　これにより、営業利益、経常利益は1百万円、税金等調整前四半期純利益は、352百万円

減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は377

百万円であります。

　

【表示方法の変更】

当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様

式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用によ

り、当第１四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。
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【簡便な会計処理】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

１．棚卸資産の評価方法 　当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略

し、前連結会計年度末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定す

る方法によっております。

２．固定資産の減価償却費の算定方法 　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額

を期間按分して算定する方法によっております。

３．法人税等並びに繰延税金資産及び繰

延税金負債の算定方法

　法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目

を重要なものに限定する方法によっております。

　また、繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降

に経営環境等に著しい変化が生じておらず、かつ、一時差異等の発生状況が前

連結会計年度末から大幅な変動がないと認められるので、前連結会計年度に

おいて使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法に

よっております。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　当第１四半期連結会計期間（自　平成22年４月１日  至　平成22年６月30日）

　該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成22年６月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

※　有形固定資産の減価償却累計額は、88,799百万円であり

ます。

※　有形固定資産の減価償却累計額は、89,870百万円であり

ます。

（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

製品発送費 176百万円

従業員給料及び手当 647〃

賞与引当金繰入額 108〃

退職給付費用 62 〃

福利厚生費 157〃

研究開発費 33 〃

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

製品発送費 365百万円

従業員給料及び手当 681〃

賞与引当金繰入額 129〃

退職給付費用 81 〃

福利厚生費 150〃

研究開発費 27 〃

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年６月30日現在）

現金及び預金期末残高 9,287百万円

預入期間が３ケ月を超える定期預金・

定期積立金
△1,024〃

有価証券 999〃

現金及び現金同等物の四半期末残高 9,262〃

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年６月30日現在）

現金及び預金期末残高 11,595百万円

預入期間が３ケ月を超える定期預金・

定期積立金
△901〃

現金及び現金同等物の四半期末残高 10,694〃

　

（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成22年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　

平成22年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　　　　　　　114,007千株

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式                      5,334千株　
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（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

　当連結グループは、自動車メーカー向けの自動車部分品の製造販売等の「自動車製品事業」を主に営んでお

りますが、「自動車製品事業」の売上高及び営業損失の金額は、全セグメントの売上高の合計額及び営業損失

の金額の合計額に占める割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略してお

ります。

【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

 
日本

（百万円）
タイ

（百万円）
アメリカ 
（百万円) 

その他
の地域
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全
社

（百万円）

連結
（百万円）

売上高        

(1）外部顧客に対する売上

高
 14,6193,034 1,109 1,65820,422 － 20,422

(2）セグメント間の内部売

上高又は振替高
259 0 － － 259 (259) －

計 14,8793,034 1,109 1,65820,681(259)20,422

営業利益又は営業損失（△） △975 △272 △185 56 △1,377 (674)△2,052

　（注）１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

　　　　２　本邦以外の区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。

　　　　　　その他の地域…中国、欧州

　

【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

 タイ アメリカ その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高（百万円） 3,071 1,124 1,639 5,835

Ⅱ　連結売上高（百万円） － － － 20,422

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割合

（％）
15.0 5.5 8.0 28.6

　（注）１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　各区分に属する主な国又は地域　その他の地域…中国、欧州

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源の

配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は、製品・サービス別のセグメントから構成されており、「自動車関連事業」及び「建設機械関連事業」の

２つを報告セグメントとしております。

「自動車関連事業」は、自動車用部分品、自動車組立及び自動車金型の製造・販売等をしております。「建設機械

関連事業」は、建設機械用部分品の製造・販売等をしております　

　

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年６月30日）

　 （単位：百万円）

 

報告セグメント
その他
（注）１

調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

自動車
関連事業

建設機械
関連事業　

計

売上高       

外部顧客への売上高 30,967 7,050 38,018 305 － 38,323
セグメント間の内部売上高
又は振替高

292 429　 722 － △722 －

計 31,260 7,480 38,740 305 △722 38,323

セグメント利益 2,471 753 3,224 6 △721 2,509

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、立体駐車装置事業等を含ん

でおります。

　　　２．セグメント利益の調整額△721百万円には、セグメント間取引消去△36百万円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△684百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社

の本社総務部等管理部門に係る費用であります。

　　　３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。　

（追加情報）

当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21年３

月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　平成20年３月

21日）を適用しております。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成22年６月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額 331.89円 １株当たり純資産額 321.98円

２．１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額等

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額 16.81円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 9.14円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期純損失金額
  

四半期純利益又は四半期純損失（△）（百万円） △1,827 992

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失

（△）（百万円）
△1,827 992

期中平均株式数（千株） 108,679 108,672

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年８月７日

プレス工業株式会社

取締役会　御中

あずさ監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 　落合　操　　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 　植草　寛　　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているプレス工業株式会社

の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、プレス工業株式会社及び連結子会社の平成21年６月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）1　 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　　　　2　 四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年８月５日

プレス工業株式会社

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 　落合　操　　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 　植草　寛　　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているプレス工業株式会社

の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成22年４月１日から平成22

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、プレス工業株式会社及び連結子会社の平成22年６月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）1　 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　　　　2　 四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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